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灯油タンクのキャップとして
設置するスマートセンサー

　ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
は
、
灯

油
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
灯

油
の
液
面
ま
で
の
距
離
を
定
期

的
に
計
測
し
、
残
量
を
推
計
。

デ
ー
タ
を
可
視
化
し
、
配
送
計

画
を
生
成
、
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
ゼ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
（
本
社

・
札
幌
市
）
が
開
発
し
た
。
重

油
や
軽
油
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
使
用
で
き
、
２
０
２
０
年

の
リ
リ
ー
ス
か
ら

都
道
府
県

で
約
７
万
台
、
約
３
０
０
社
が

運
用
し
て
い
る
。

　給
油
所
の
事
業
再
構
築
・
経

営
力
強
化
を
図
る
、
全
国
石
油

協
会
の
補
助
金
交
付
事
業
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
に
普
及
が
進

ん
で
い
る
。
胆
振
西
部
地
区
で

は
栗
本
が
初
め
て
導
入
し
、
こ

れ
ま
で
に
約
２
４
０
台
を
設
置

し
た
。
灯
油
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ

プ
を
交
換
す
る
だ
け
で
、
顧
客

側
の
料
金
負
担
も
な
く
手
軽
に

導
入
で
き
る
。

　灯
油
の
配
送
は
、
顧
客
の
灯

油
消
費
量
や
給
油
間
隔
な
ど
過

去
の
実
績
に
基
づ
い
た
予
測

や
、
現
地
で
メ
ー
タ
ー
を
目
視

で
確
認
す
る
な
ど
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
厳
寒
期
に
う
っ
か

り
空
に
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、急
な
配
送
依
頼
も
あ
り
、

適
切
な
配
送
計
画
の
作
成
と
運

用
は
、
業
務
の
効
率
化
と
利

用
者
の
安
心
感
に
も
つ
な
が

る
。　「

灯
油
残
量
が
グ
ラ
フ
で
分

か
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
配
送

が
可
能
に
な
り
ま
す
」
と
栗
本

代
表
。
「
通
常
時
と
異
な
る
急

な
減
少
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

灯
油
漏
れ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を

疑
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
語

り
、
セ
ン
サ
ー
の
普
及
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
方
針
。

　同
Ｓ
Ｓ
は
、
道
路
の
拡
幅
工

事
に
合
わ
せ
た
敷
地
の
拡
張

と
、
地
下
タ
ン
ク
の
更
新
、
ガ

ソ
リ
ン
計
量
器
入
れ
替
え
な
ど

の
改
装
工
事
を
実
施
中
。
現
在

は
拡
張
さ
れ
た
敷
地
の
仮
店
舗

で
営
業
し
て
お
り
、
６
月
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
へ
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　問
い
合
わ
せ
は
同
Ｓ
Ｓ
、
電

話
０
１
４
２
・

・
３
５
４
６

へ
。

　【伊達】伊達市大町で「伊達大町サービスステーション（ＳＳ）」を運営す

る栗本（栗本久生代表取締役）は、灯油タンクにセンサーを設置し、残量をオ

ンラインで管理して適切に配送する「スマートセンサー」を導入し、顧客への

普及を進めている。給油所は敷地を拡張する改装工事中で６月にリニューアル

オープンを予定。サービスの一層の向上を図る。 （高橋紀匠）

　【伊達】伊達市山下町

で喫茶店「パル」を経営

する井樫和夫さんの詩画

展が、同町の伊達駅前郵

便局で開かれている。別

れと出会いの季節、不安

と期待に揺れる若者の心

に温かなメッセージを送

っている。 日まで。

　井樫さんは新道展会

員、伊達美術協会会員。

詩画作家 年の集大成と

銘打った。今回は新入学、

新社会人として新しい環

境を迎える人たちをテー

マに取り上げ 点を展

示。独特なタッチの絵に

加え、心に染みる言葉が

来局者の足を止めてい

る。

　井樫さんは春を迎え新

しいステージに立つ人に

向け「誰でもみんなが悩

んだ、と感じてほしい。

そして前向きに日々を送

れるように、と願いを込

めました」と笑顔を見せ

た。展示は営業時間の午

前９時～午後５時。

（奥村憲史）

伊
達
駅
前
郵
便
局
で
開
か
れ
て
い
る

井
樫
さ
ん
の
詩
画
展

６月のリニューアルに向け仮店舗（右）で営業中の伊達大町ＳＳ

連
覇
を
果
た
し
「
次
は
２
５

０
㌔
」
と
新
た
な
目
標
を
見

据
え
る
木
藤
さ
ん
（
手
前
）

と
川
越
代
表

　【
白
老
】白
老
町
議
会
定
例

会
３
月
会
議
は

日
、
一
般

質
問
を
続
開
。森
哲
也
、西
田

祐
子
、佐
藤
雄
大
、水
口
光
盛

の
４
議
員
が
登
壇
し
た
。
町

は
５
月
に
開
院
す
る
新
し
い

町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
の

西
側
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

２
０
２
６
年
度
に
設
置
す
る

計
画
を
示
し
た
。
森
議
員
へ

の
答
弁
。

　町
に
よ
る
と
、
面
積
は
約

８
０
０
平
方
㍍
で
、
地
面
に

直
接
設
け
る
野
立
て
方
式
で

設
置
す
る
。
発
電
の
規
模
は

㌔
㍗
時
を
想
定
し
て
い

る
。

　町
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
と
、
発
電
量
は
年
間

で
４
万
７
千
㌔
㍗
時
。
生
み

出
し
た
電
気
は
病
院
で
使
用

し
、
電
気
代
削
減
効
果
は
約

１
０
０
万
円
を
見
込
む
。

　新
病
院
は
５
月
７
日
に
開

院
予
定
。
４
月

日
に
は
落

成
式
と
町
民
向
け
内
覧
会
を

開
催
。

年
度
は
外
構
工
事

を
進
め
る
。

　き
ょ
う

日
も
一
般
質
問

を
継
続
す
る
。（

池
田
勇
人
）

　【
白
老
】
白
老
町
の
ア
イ

ヌ
民
族
共
生
象
徴
空
間
・
ウ

ポ
ポ
イ
は

日
、
ホ
リ
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
・
探
究
展
示
「
テ

ン
パ
テ
ン
パ
し
て
み
よ
う
」

＝
イ
メ
ー
ジ
写
真
＝
を
中
核

施
設
の
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博

物
館
で
開
催
す
る
。

　テ
ン
パ
テ
ン
パ
は
ア
イ
ヌ

語
で
「
さ
わ
っ
て
ね
」
と
い

う
意
味
。
基
本
展
示
室
に
あ

る
ジ
オ
ラ
マ
や
模
型
・
タ
マ

サ
イ
（
首
飾
り
）
、
シ
カ
の

立
体
パ
ズ
ル
な
ど

の
体
験

を
通
じ
て
ア
イ
ヌ
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　午
前

時
か
ら
と
午
後
１

時
半
か
ら
の
２
回
、
各
回
約

２
時
間
程
度
。
普
段
は
全
エ

リ
ア
を
無
人
で
運
用
し
て
い

る
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時

間
帯
は
学
芸
ス
タ
ッ
フ
が
つ

き
、
来
場
者
と
対
話
し
な
が

ら
展
示
の
仕
組
み
を
体
験
で

き
る
。

　イ
ベ
ン
ト
は
無
料
だ
が
ウ

ポ
ポ
イ
入
場
料
が
必
要
。
問

い
合
わ
せ
は
ウ
ポ
ポ
イ
、
電

話
０
１
４
４
・

・
３
９
１

４
へ
。

　【
洞
爺
湖
】
洞
爺
湖
町
議

会
３
月
会
議
は

日
、
本
会

議
を
再
開
し
た
。
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
審
議
を
付
託

し
て
い
た
２
０
２
５
年
度
一

般
会
計
予
算
案
な
ど
議
案
７

件
を
原
案
通
り
可
決
し
、
散

会
し
た
。

　
年
度
一
般
会
計
は

億

９
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
比
５
・
２
％
（
４
億
１

２
０
０
万
円
）
増
。
新
保
育

所
建
設
な
ど
が
全
体
を
押
し

上
げ
、

年
の
町
村
合
併
以

降
最
大
規
模
と
な
っ
た
。
特

別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
を

含
め
た
総
額
は
１
２
８
億
７

７
２
９
万
円
。（

西
川
悠
也
）

　【
洞
爺
湖
】
洞
爺
湖
町
旭

町
の
川
越
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム（
川
越
和
彦
代
表
）に
通
う

会
社
員
、
木
藤
大
幹
さ
ん

（

）＝
栗
山
町
＝
が
、
２
月

に
広
島
市
で
行
わ
れ
た
全
日

本
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大

会
（
日
本
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
協
会
主
催
）
男
子
１
２

０
㌔
超
級
の
マ
ス
タ
ー
ズ
Ｉ

（

〜

歳
）で
連
覇
を
達
成

し
、
国
際
大
会
の
出
場
権
を

手
に
し
た
。

　木
藤
さ
ん
は
室
蘭
市
出

身
。
同
僚
か
ら
同
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
を
知
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
門
を
た
た
い

た
。
栗
山
町
に
転
勤
し
た
現

在
も
ほ
ぼ
毎
週
、
片
道
２
時

間
か
け
て
通
う
。
約

年
の

ジ
ム
通
い
か
ら
「
優
勝
を
目

指
す
」
と
の
強
い
信
念
で
練

習
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。

　大
会
に
は
専
用
の
ウ
ェ
ア

を
着
て
臨
む「
エ
ク
イ
ッ
プ
」

部
門
に
出
場
し
た
。
木
藤
さ

ん
は
３
回
の
チ
ャ
ン
ス
の
う

ち
、
１
回
目
に
１
８
０
㌔
を

成
功
。
「
次
は
２
０
０
㌔
」

と
意
気
込
ん
だ
２
回
目
は
失

敗
し
た
も
の
の
、
信
頼
し
て

い
る
セ
コ
ン
ド
の
川
越
代
表

に
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
左

右
す
る
」
と
い
う
ウ
ェ
ア
を

微
調
整
し
て
も
ら
い
３
回
目

を
見
事
成
功
。
昨
年
の
全
国

大
会
自
己
記
録
の
１
８
０
㌔

を
上
回
っ
た
。

　こ
の
大
会
の
優
勝
な
ど
で

７
月
に
兵
庫
県
姫
路
市
で
開

催
さ
れ
る
国
際
大
会
「
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
フ
リ
カ

大
会
」
の
出
場
権
を
得
た
。

「
筋
肉
量
を
増
や
し
、
最
低

２
５
０
㌔
を
上
げ
た
い
」
と

新
た
な
目
標
を
掲
げ
る
。

（
西
川
悠
也
）

ご
会
葬
お
礼

ほ
　
か

親
　
戚

　
一

　
同

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
港
北
町
四
丁
目
十
七
番
十
号

春
月
智
道
信
女（
故
　
岩
本
智
子
）の
葬
儀
に
際
し

ま
し
て
は
、
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
ご
会
葬

下
さ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

喪
　
主
・
長
　
男

岩
本
板
金
店
主

岩
　
本

　
一

　
成

ご
会
葬
お
礼

喪
　
主
・
次
　
男

日
　
沼

　
　
　
勉

ほ
　
か

親
　
戚

　
一

　
同

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
十
九
番
十
五
号

永
明
院
賢
室
嘉
栄
大
姉（
故
　
日
沼
嘉
子
）の
葬

儀
に
際
し
ま
し
て
は
、
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ

ざ
ご
会
葬
下
さ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
会
葬
お
礼

喪
　
主

髙
　
田

　
政

　
奈

ほ
　
か

親
　
戚

　
一

　
同

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
六
番
十
一
号

釋
顕
達（
故
　
髙
田
達
也
）の
葬
儀
に
際
し
ま
し

て
は
、
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
ご
会
葬
下
さ

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

創
成
電
機
工
業
株
式
会
社

当
社
社
員
清
水

　
理
殿
に
は
、
三
月
十
二
日
午
前

六
時
九
分
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
謹
ん
で
ご

通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
知
利
別
町
二
丁
目
十
四
番
五
号

代
表
取
締
役

松
　
島

　
倫
太
郎

三
男
清し

水み
ず

　
理お

さ
む（

四
十
四
歳
）儀
、

　
お
っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
。

　
　
一
、
通
　
夜
　
三
月
十
四
日
　
午
後
六
時

　
　
一
、
葬
　
儀

告
別
式
　
三
月
十
五
日
　
午
前
十
時

（
出
棺
同
十
一
時
）

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
知
利
別
町
二
丁
目
十
四
番
四
号

喪
　
主
・
父

清し

　
水み

ず

　
繁し

げ

　
光み

つ

ほ
　
か

親
　
戚

　
一

　
同

　
　
一
、
式
　
場
　
雲
上
閣
メ
モ
リ
ア
ル

　
　（
室
蘭
市
寿
町
三
・
十
六  

Ｔ
45
３
０
３
３
）

葬
儀
委
員
長

創
成
電
機
工
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

松
　
島

　
史

　
朗

　
か
ね
て
入
院
加
療
中
の
と
こ

ろ
、
三
月
十
二
日
午
前
六
時
九

分
永
眠
致
し
ま
し
た
。こ
こ
に

生
前
の
ご
厚
情
を
深
謝
し
、
謹

ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま

す
。

施
　
主
・
兄

清
　
水

　
　
　
暁

母

清
　
水

　
厚

　
子

妻
澁し

ぶ

谷や

雅ま
さ

子こ

（
八
十
二
歳
）儀
、

　
お
っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
。

　
　
一
、
通
　
夜
　
三
月
十
四
日
　
午
後
六
時

　
　
一
、
葬
　
儀

告
別
式
　
三
月
十
五
日
　
午
前
九
時

（
出
棺
同
十
時
）

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
母
恋
南
町
五
丁
目
七
番
十
七
号

施
　
主
・
次
　
男

澁
　
谷

　
武

　
史

　
　
一
、
式
　
場
　
市
民
斎
場
聖
天
閣（
室
蘭
市
中
島

　
　
本
町
一
・
十
二
・
十
四  

Ｔ
45
３
７
２
７
）

　
膵
臓
癌
の
た
め
、
三
月
十
二

日
午
後
零
時
五
十
三
分
永
眠
致

し
ま
し
た
。こ
こ
に
生
前
の
ご

厚
情
を
深
謝
し
、
謹
ん
で
お
知

ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

施
　
主
・
長
　
女（
茨
城
県
）
備

　
前

　
多

　
紀

（
茨
城
県
）
備

　
前

　
秀

　
寿

澁
　
谷

　
知

　
子

喪
　
主

澁し
ぶ

　
谷や

　
英ひ

で

　
樹き

母
西に

し

野の

エ
ミ
（
九
十
四
歳
）儀
、

　
令
和
七
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
登
別
市
若
山
町
二
丁
目
十
二
番
地
十
二

喪
　
主
・
長
　
男

西に
し

　
野の

　
栄え

い

　
作さ

く

ほ
　
か

親
　
戚

　
一

　
同

　
　
一
、
式
　
場
　
登
別
ベ
ル
コ
会
館（
登
別
市

　
　
緑
町
一
・
二
・
五
　
Ｔ
88
４
４
４
４
）

　
か
ね
て
入
院
加
療
中
の
と
こ

ろ
、
三
月
十
二
日
午
前
四
時
五

十
分
永
眠
致
し
ま
し
た
。こ
こ

に
生
前
の
ご
厚
情
を
深
謝
し
、

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま

す
。

　
お
っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
。

　
　
一
、
通
　
夜
　
三
月
十
四
日
　
午
後
五
時

（
随
時
焼
香
　
午
後
三
時
半
〜
午
後
五
時
）　

　
　
一
、
葬
　
儀

告
別
式
　
三
月
十
五
日
　
午
前
十
時

（
随
時
焼
香
　
午
前
九
時
〜
午
前
十
時
）　
　

（
出
棺
同
十
一
時
）
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